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論
と
、
歴
史
の
真
理
・
事
実
の
関
連
が
問
わ
れ
る
。

歴
史
の
知
識
の
基
礎
と
し
て
役
立
つ
揺
る
ぎ
な
い

一
連
の
事
実
は
存
在
し
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
史

的
懐
疑
論
を
慎
重
に
避
け
て
、
歴
史
の
事
実
の
特

殊
的
性
格
が
語
ら
れ
る
。

　
第
五
章
で
は
歴
史
の
客
観
性
が
問
題
と
な
る
。

歴
史
家
の
闘
の
不
一
致
は
、
ω
個
人
的
偏
見
、
②

集
団
的
偏
見
、
㈲
歴
史
解
釈
の
理
論
の
対
立
、
¢
9

そ
の
底
に
あ
る
哲
学
（
世
界
観
）
の
対
立
か
ら
生

じ
る
。
ω
と
②
は
重
大
な
障
害
で
は
な
く
十
分
懐

疑
的
で
あ
る
事
に
よ
っ
て
免
れ
得
る
も
の
だ
が
、

③
と
ω
は
歴
史
家
の
観
点
で
あ
り
、
客
観
性
に
と

っ
て
越
え
難
い
障
壁
を
な
す
。
ウ
ォ
ル
シ
ュ
は
結

論
を
保
留
し
な
が
ら
色
々
な
観
点
を
総
合
す
る
可

能
性
、
あ
る
観
点
を
別
の
観
点
に
包
み
込
む
可
能

性
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
第
六
章
か
ら
第
八
章
ま
で
は
思
弁
的
歴
史
哲
学

が
扱
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
第
六
章
で
カ
ン
ト
と

ヘ
ル
ダ
ー
、
第
七
章
で
へ
…
ゲ
ル
、
第
八
章
で
コ

ン
ト
、
マ
ル
ク
ス
、
ト
イ
ン
ビ
…
が
簡
単
に
触
れ

ら
れ
る
。
歴
史
に
計
画
や
パ
タ
ー
ン
を
見
出
す
企

て
に
対
し
て
、
歴
史
と
は
何
の
関
係
も
な
い
と
か
、

論
難
上
学
的
で
非
科
学
的
だ
と
抵
判
ず
る
の
は
易

し
い
。
だ
が
一
般
に
我
々
は
歴
史
に
道
理
が
具
象

化
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
い
う
期
待
や
、
歴

史
に
は
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
感

じ
を
多
か
れ
少
な
か
れ
持
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

よ
う
な
企
て
が
繰
り
返
さ
れ
、
主
題
と
し
て
存
続

し
て
い
る
と
ウ
ォ
ル
シ
ュ
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
全
体
と
し
て
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
論
の
進
め
方
は
、

様
々
の
対
立
す
る
主
張
を
織
り
込
み
な
が
ら
、
自

分
の
主
張
を
極
力
抑
え
つ
つ
そ
れ
ら
を
批
判
・
検

討
し
て
い
ぎ
、
ポ
イ
ン
ト
に
来
れ
ば
歴
史
研
究
の

実
際
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
る
と
い
う
方
法
を
と
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
入
門
書
と
い
う
性
格
も
あ
る
が
、

彼
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
派
の
　
蓄
語
分
析
の
手
法

を
駆
使
し
て
歴
史
研
究
の
実
際
か
ら
論
点
の
整
理

を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
歴

史
家
に
と
っ
て
そ
の
内
容
を
身
近
な
も
の
に
し
て

い
る
の
が
本
書
の
何
よ
り
も
の
特
長
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
末
に
は
邦
語
文
献
、
邦
訳
書
を
追
加
補
充

し
た
親
切
な
「
参
考
文
献
」
と
、
簡
便
な
紹
介
で

あ
る
「
訳
者
あ
と
が
き
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
訳

は
多
少
問
題
と
す
る
点
が
あ
っ
た
が
、
全
体
的
に

は
内
容
に
忠
実
で
読
み
易
い
文
章
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
「
訳
者
あ
と
が
き
」
か
ら
。

　
「
今
で
は
も
う
歴
史
哲
学
は
形
而
上
学
者
の
独

占
物
で
は
な
く
、
史
学
者
に
と
っ
て
無
縁
の
も
の

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
」
是
非
乞
御
一
読
。

　
　
　
　
（
四
穴
判
　
ご
四
二
頁
　
一
九
七
入
年
十
二
月

創
文
社
歴
史
学
叢
霞
　
　
八
○
○
円
）

　
　
　
（
芝
井
敬
司
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

翼
・
コ
ー
ン
著

江
河
　
三
一

『
千
年
王
國
の
追
求
』

　
原
著
は
渚
O
o
げ
♪
§
馬
℃
ミ
硫
↓
ミ
ミ
蛛
四
馬

」
§
§
§
鼠
§
ミ
葡
ミ
ミ
ミ
ご
蓉
婆
心
逢
N
§
ミ
帖
§
・
・
砺

§
ミ
』
誉
恥
ミ
ミ
き
ミ
§
ミ
防
騎
ミ
き
馬
ン
類
ミ
貯

箆
鷺
勲
℃
巴
巴
貯
μ
㊤
¶
O
で
あ
る
。
初
版
は
一
九

五
七
年
夏
刊
行
さ
れ
た
。
翻
訳
の
底
本
に
用
い
ら

れ
た
の
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
加
筆
修
正
さ
れ
た

第
三
版
で
あ
る
。
原
著
は
す
で
に
、
中
世
異
端
運

動
の
系
譜
と
眺
望
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
の
に

手
頃
な
概
説
書
、
入
門
書
と
し
て
、
関
連
課
題
に

携
わ
る
硬
究
者
の
問
で
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　
本
書
の
対
象
は
異
端
運
動
全
般
で
は
な
く
、
千

年
王
国
運
動
に
限
定
さ
れ
る
。
扱
わ
れ
る
時
代
は

八
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
及
ぶ
。
主
な
運
動
を
列

挙
し
て
お
く
。
十
字
軍
運
動
の
影
響
を
う
け
た
諸

《
民
衆
十
字
軍
・
》
、
偽
ボ
ド
ゥ
ア
ソ
、
偽
フ
レ
デ
リ

ヅ
ク
、
意
図
せ
ず
し
て
千
年
王
国
説
の
理
論
的
支

柱
と
な
っ
た
ヨ
ア
キ
ム
、
十
三
世
紀
以
来
、
各
国

に
出
現
し
た
鞭
打
苦
行
運
動
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
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心
霊
派
や
ベ
ギ
ン
派
の
問
に
み
い
だ
さ
れ
た
自
由

心
霊
派
、
十
四
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
農
民
一
揆
、
十

五
徴
紀
チ
ェ
コ
の
タ
ボ
ル
派
、
ド
イ
ツ
の
ニ
ク
ラ

ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
鼓
手
、
十
六
世
紀
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ

ン
ツ
ァ
ー
と
再
洗
礼
派
、
等
で
あ
る
。
な
お
、
第

三
版
に
よ
っ
た
本
翻
訳
に
は
付
論
と
し
て
、
十
七

世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
心
霊
派
ラ
ン
タ
ー
ズ
が
追

加
さ
れ
て
い
る
。

　
千
年
王
国
説
は
、
色
彩
の
濃
淡
の
差
こ
そ
あ
れ
、

い
ず
れ
の
宗
教
に
も
み
い
だ
さ
れ
る
思
想
で
あ
る

が
、
キ
リ
ス
ト
激
の
場
合
に
は
、
そ
れ
は
終
末
論

の
一
変
型
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
構
想
の
あ

ら
ま
し
を
定
式
化
す
れ
ば
、
最
後
の
審
判
の
前
、

終
末
の
と
き
に
メ
シ
ア
が
現
わ
れ
、
諸
悪
を
追
放

し
、
地
上
に
メ
シ
ア
王
瞬
経
千
年
王
国
を
立
て
る

で
あ
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
コ
ー
ン
は
個

々
の
千
年
王
国
説
の
思
想
内
容
、
支
持
す
る
社
会

層
、
運
動
の
現
実
に
焦
点
を
あ
て
る
。
彼
の
基
礎

視
角
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、

諸
々
の
千
年
王
國
運
動
は
《
貧
し
い
者
》
た
ち
の
運

動
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
ら
の
様
々
な
社
会
的
意
志

表
示
の
努
力
を
典
型
酌
に
代
表
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
ひ
と
た
び
こ
の
形
を
と
っ
た
場
合
に
は
、

運
動
は
容
易
に
革
命
的
な
大
動
乱
と
化
す
可
能
性

を
も
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
運
動
は
特
定
の
限
ら

れ
た
要
求
の
実
現
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
千
年
王

國
運
動
は
農
村
と
都
市
の
区
別
な
く
、
組
織
の
基

盤
を
持
た
な
い
ア
ト
ム
化
さ
れ
た
住
民
層
の
存
在

す
る
地
方
に
現
わ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
境
遇
で
あ

れ
、
農
村
共
同
体
や
ギ
ル
ド
の
よ
う
な
伝
統
的
社

会
組
織
が
保
た
れ
、
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き

た
人
々
は
、
そ
の
組
織
を
通
じ
て
自
分
の
不
平
を

声
に
白
し
要
求
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
組
織
か
ら
は
み
だ
し
、
社
会
の
末
端
都
で
生

活
し
て
い
る
余
剰
の
《
根
な
し
草
》
た
ち
は
そ
の
手

段
を
持
た
な
か
っ
た
。
か
わ
レ
に
、
彼
ら
は
千
年

王
国
説
の
鮨
導
旛
1
1
預
言
者
が
自
分
た
ち
を
独
自

の
集
団
と
し
て
結
束
さ
せ
て
く
れ
る
の
を
期
待
し
、

運
動
に
飛
び
こ
ん
で
い
っ
た
。
以
上
の
視
角
は
納

得
の
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
原
資
料
か
ら
の
引
用
を
駆
使
し
な
が
ら
、
上
記

の
基
礎
視
角
に
立
っ
て
ス
ト
…
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ

し
て
い
く
本
書
は
、
そ
の
限
り
で
は
、
論
旨
は
全

尾
一
貫
し
て
お
り
、
大
き
な
事
実
誤
認
も
な
く
、

秀
逸
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
そ
の
よ
う

な
叙
述
形
式
を
不
服
に
感
ず
る
な
ら
ば
き
り
が
な

い
。
物
語
叙
述
を
す
ぎ
て
、
読
者
が
論
点
の
整
理

に
戸
惑
わ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
、
し

ば
し
ば
「
社
会
学
的
に
み
る
と
」
と
、
運
動
と
そ

の
社
会
的
背
景
と
の
関
係
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
れ

が
い
か
に
も
大
ま
か
な
両
概
念
の
つ
き
あ
わ
せ
で

あ
っ
て
、
聯
か
不
満
が
残
る
こ
と
、
等
で
あ
る
。

特
に
、
タ
ボ
ル
派
、
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
、
再
洗
礼
派

を
扱
っ
た
諸
章
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
に
関
し
て
個

別
的
に
詳
論
し
た
邦
文
文
献
が
す
で
に
数
多
い
と

い
う
事
情
を
考
え
る
と
き
、
一
層
そ
の
感
を
強
く

す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
感
想
は
は

じ
め
に
本
書
を
「
手
頃
な
概
説
書
、
入
門
書
論
と

呼
ん
だ
所
以
で
も
あ
る
。

　
訳
文
は
読
み
や
す
く
、
と
り
た
て
て
理
解
の
困

難
な
箇
所
も
な
い
。
好
劇
で
あ
ろ
う
。
原
語
と
慣

用
の
併
用
と
い
う
楽
弓
に
従
っ
た
歴
史
用
語
、
人

名
、
地
名
等
の
表
記
も
、
大
旨
、
首
肯
で
き
る
。

た
だ
、
ゲ
ン
ト
（
ガ
ン
）
、
ヘ
ッ
セ
（
ヘ
ッ
セ
ソ
）
、

ジ
ョ
ス
・
ブ
リ
ッ
ツ
（
ヨ
ス
・
ブ
リ
ッ
ツ
）
等
の

表
記
、
ま
た
チ
ェ
コ
系
、
オ
ラ
ン
ダ
系
の
無
名
人

た
ち
の
表
記
は
、
訳
無
が
英
文
学
研
究
者
で
あ
る

せ
い
か
、
い
く
ら
か
英
語
嵜
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
後
者
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
表

記
を
与
え
る
か
は
、
誰
し
も
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

　
巻
宋
に
、
漂
著
に
あ
る
参
考
文
献
表
を
そ
の
ま

ま
転
載
し
て
あ
る
の
は
親
切
な
配
慮
で
あ
る
。
ま

た
、
詳
細
な
邦
文
索
引
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
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（
四
六
判
　
四
五
六
頁
　
一
九
七
八
年
十
一
月

紀
二
二
屋
書
店
　
四
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
（
永
田
諒
一
　
巣
山
大
学
講
師
）

U
興
Φ
貯
O
お
び
Q
O
麸
隔

ミ
鴨
ミ
。
題
㌧
的
鼠
§
ミ
ミ
ミ

ミ
§
§
O
鴨
亮
囑
ミ
）
書

　
デ
レ
ク
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
の
地
理
学
講
師
で
あ
る
と
と
も
に
、
シ
ド
ニ
ー

・
サ
セ
ッ
ク
ス
・
コ
レ
ッ
ジ
の
フ
ェ
ロ
…
で
あ
る
。

　
本
書
に
お
け
る
著
者
の
意
図
は
、
従
来
の
多
く

の
研
究
が
依
拠
し
て
き
た
実
証
主
義
（
℃
o
阻
¢
ヂ

δ
ヨ
）
的
立
場
か
ら
批
判
的
立
場
へ
の
転
回
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
す
で
に
若
干
の
地
理

学
者
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

地
理
学
を
社
会
科
学
一
般
と
結
び
つ
け
、
そ
こ
で

の
論
議
を
通
じ
て
地
理
学
の
本
質
の
再
検
討
を
め

ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
序
説
「
自
然
諸
科
学
に
お
け
る
地
位
」
で
は
、

地
理
学
に
お
け
る
自
然
主
義
偏
重
の
伝
統
を
指
摘

し
、
人
間
と
そ
の
周
囲
の
世
界
の
関
係
に
対
す
る

批
判
的
理
解
に
な
ん
ら
展
望
を
与
え
な
い
抽
象
的

な
諸
命
題
に
、
多
彩
な
人
間
経
験
を
解
消
す
る
こ

と
の
危
険
を
述
べ
る
。

　
第
一
部
「
地
理
学
に
お
け
る
実
証
主
義
”
批
判

の
諸
要
素
」
に
お
い
て
は
、
ま
ず
基
礎
作
業
と
し

て
コ
ン
ト
の
所
説
に
着
目
し
、
つ
い
で
地
理
学
で

の
実
証
主
義
、
な
か
ん
ず
く
論
理
実
証
主
義
の
系

譜
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
の
批
判
を
哲
学
の
成

果
を
援
用
し
て
詳
細
に
展
漏
す
る
。
そ
こ
で
は
、

歴
史
的
な
特
殊
性
を
普
遍
的
概
念
へ
還
元
す
る
こ

と
に
対
し
て
、
強
い
不
流
感
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
批
判
的
社
会
科
学
は
、
　
「
構
造
的
説

明
」
、
「
反
省
的
説
明
」
、
「
実
践
的
説
明
」
の
三
つ

の
説
明
様
式
を
含
ま
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
説
明
様
式
の
具
体
的
な
吟
味
が
、
第
二

部
「
地
理
学
と
批
判
的
科
学
”
代
替
的
定
式
化
」

で
行
な
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
直
接
的
な
経
験
の
基
底
に
潜
む
不
変
の

も
の
に
基
づ
く
「
構
造
的
説
明
」
の
章
で
は
、
レ

ヴ
ィ
賀
ス
ト
ロ
ー
ス
の
所
論
や
、
ア
ル
チ
ュ
セ
…

ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
構
造
主
義
に
言
及
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
空
間
的
脈
絡
へ
移
し
変
え
る

さ
い
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
一
方
で
、
若
干
の
研

究
例
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
　
「
反
省
的
説
明
」
の
章
に
お
い
て
は
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
学
説
を
、
地
理
学
に
お
け
る
ラ
イ

フ
ワ
ー
ル
ド
論
と
の
関
連
で
述
べ
る
。
そ
し
て
、

主
観
的
な
志
向
性
を
客
観
的
研
究
に
結
び
つ
け
る

さ
い
の
問
題
点
を
論
ず
る
と
と
も
に
、
地
理
学
で

の
「
解
釈
」
の
も
つ
意
味
を
掘
り
下
げ
る
。

　
さ
ら
に
、
　
「
実
践
的
説
明
」
の
章
で
は
、
ホ
ル

ク
ハ
イ
マ
ー
か
ら
ハ
：
バ
ー
マ
ス
へ
と
続
く
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
学
派
に
拠
り
つ
つ
、
現
在
の
地
理
学

の
枠
組
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
理
論
と
現
実
は
、

実
践
と
い
う
課
題
を
通
じ
て
結
ば
れ
、
両
者
は
そ

れ
に
よ
っ
て
相
互
に
豊
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
主
張
す
る
。

　
以
上
が
、
内
容
の
簡
単
な
紹
介
で
あ
る
。
本
書

の
大
き
な
意
義
は
、
　
「
計
量
革
命
」
後
の
地
理
学

を
支
え
た
実
証
主
義
に
対
す
る
明
確
な
反
論
を
通

じ
て
、
地
理
学
の
オ
リ
エ
ン
テ
；
シ
ョ
ソ
の
多
元

化
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
現
在
の
社
会
科
学
一
般

に
み
ら
れ
る
批
判
的
見
解
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
七
〇
年
代
の
新
た
な
動
向
に
哲
学
的
な
基

礎
を
与
え
よ
う
と
し
た
点
に
、
見
い
出
せ
る
。

　
　
（
這
。
。
電
レ
ミ
。
。
堕
出
霧
。
窯
器
。
詳
ピ
。
包
。
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
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義
孝
　
京
都
大
学
助
手
）
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